
 
 

麻生日本国副総理とペンス米国副大統領による 

日米経済対話に関する共同プレス・リリース 

 

２０１７年４月１８日 

 

 

本日，麻生副総理とペンス副大統領は，日米経済対話の立ち上げのため，東京にて会

談を行った。２月にワシントンＤＣで会談を行った際に，安倍晋三内閣総理大臣とド

ナルド・J・トランプ大統領は，日米両国間に存在する強固な経済的な絆の深化に向

けた取組として本経済対話に一致した。 

 

両議長は，経済対話を，貿易及び投資のルール/課題に関する共通戦略，経済及び構

造政策分野での協力，及び分野別協力の３つの政策の柱に沿って構成することで一致

した。両議長は，本対話が近いうちに具体的な成果をもたらすことで一致した。 

 

副総理と副大統領は，本年末までに再び本対話を実施することを期待している。 

 

両議長は，本経済対話の下に以下の３つの柱に基づく取組の立ち上げを承認した。 

 

貿易及び投資のルール/課題に関する共通戦略 

 

日米両国は，この柱において，高い貿易及び投資に関する基準についての二国間枠組

み，地域及び世界の貿易環境における日米両国の貿易及び投資イニシアティブの視座，

及び第三国に関する懸念への対処について取り上げることで一致した。 

 

経済及び構造政策分野における協力 

 

日米両国は，この柱において，Ｇ７による３本の矢のアプローチ（相互補完的な財政，

金融及び構造政策）の積極的活用，グローバルな経済及び金融の進展及び課題に関す

る協力，及び地域におけるマクロ経済及び金融課題に関する協力について取り上げる

ことで一致した。 

 

分野別協力 

 

日米両国は，商取引の向上が両国において相互の経済的利益及び雇用創出を促進する

具体的な分野を議論した。 

 


